平成19年7月23日

未来ロボティクス学科
学生各位
林原
知能ロボットコンテスト用ロボット勉強会および製作のお誘い

　これから夏休みに入りますが，この期間を利用して，知能ロボットコンテストを目標にしたロボットの勉強会および製作を行います．日程と内容は以下のとおりです．

記

１．日時　７月３０日（月）　説明会
８月７日（火），～１１日（土）　勉強会および実習
※以上は前半．後半は夏休みの終わりにもう一度行う予定

２．場所　１１号館３F
３．内容　５人程度のチームを編成し，知能ロボットコンテスト用のロボットを作成

　　　　　※あらかじめチームを組んで参加でも１人で参加でもOK．できれば複数の学年

でチームを作ることが望ましい
　　　　　７月３０日（月）　説明会と課題提示（この時点でエントリかどうかを判断）
　　　　　８月７日（火）～１１日（土）

午前　勉強会　，午後　製作

午前の勉強会に関しては，チーム毎に課題を出します．各自調べ学習していただきます．見学だけの参加はできません．

（例）「モータの種類と使い方を調べる」などの課題
午後の実習は，チームごとに設計したロボットを作っていただきます．設計・製作に関する質問は，随時受け付けます．

４．参加の条件
　　　　　できるだけ欠席なく参加できる人
チームで協力して，ロボット作りができる人

１１月に本学で大会が予定されているため，それに参加できる人

５．参考ウェブページ
知能ロボットコンテストウェブページ

http://www.inrof.org/irc/index.html.jp
以上
午前中の勉強会の内容

１日３テーマぐらいずつ，調べてきた内容を発表してもらい，林原がそれを補足する．一般的な知識ではなく，目的とするロボットを設計するためには，という視点から調べてくる．

■方法
チームごとにテーマを選び，発表する．参考資料として，Ａ４で１枚の資料を作成し，全員に配布する．

■内容
【メカニズム】

１）モータの選定（種類，定格出力，最大トルク，回転数，速度，加速度）

２）ギアとベアリングの選定（モジュール，歯数，減速比，ベアリング，オイレス）

３）ステアリングの機構（ＰＷＳ，アッカーマンリンク，４ＷＳ）

４）重心位置の検討（転倒，タイヤに加わる力）

５）タイヤとホイールに関して（摩擦係数，慣性モーメント）

６）シャーシの材料の検討（アルミ，ステンレス，カーボンなどの特性）

【電気回路】

７）ワンボードコンピュータ（仕組み，機能）

８）電池（ニッカド電池，水素ニッケル電池，リチュームポリマ電池などの特性，充電法）

９）電源（３端子レギュレータ，電流の見積もり）

１０）モータ駆動回路（Ｈブリッジ回路，リレー，FET，PWM制御，ドライバIC）

１１）角度センサ回路（エンコーダ，ポテンショメータ）

１２）色検出センサ，ライン検出回路（フォトセンサ，赤外線LED，赤外線トランジスタ）

１３）スイッチ，ランプ回路（プルアップ抵抗，LEDの駆動）
【コンピュータ（プログラム）】

１４）I/Oを制御するプログラム（スイッチ，ランプの制御）

１５）モータを制御するプログラム（ITU，PWM制御）

１６）回転を計測するプログラム（ITU，カウンタ）

１７）ラインを検出するプログラム（A/D変換）

１８）ステアリング用モータをPI制御するプログラム（PI制御，フィードバックゲイン）

１９）制御周期を一定に保つプログラム（タイマ）

２０）マシンの位置，方向の検出方法
■午後の実習

１）まずは，RoboDesignerを使用したライントレーサを作成する．
２）ボールをマシンに取り込み色を判別する．
３）どのようなマシンの構成にするかのアイディアを出す．

４）部品の選定をしたところで前半終了　（できる人はどんどん進む）
